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令和元年11月13日　中学生の「税についての作文」・
高校生の「税に関する作文」優秀賞受賞記念　於北とぴあ
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「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
件
文
」

管
内
2
0
校
よ
り
　
二
五
四
九
編
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
中
か
ら
受
賞
作
品
を
決
定
し
、
日
月
1
3

日
（
水
）
、
王
子
税
務
署
納
税
表
彰
式
の
場
に
お

い
て
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

【
作
文
入
賞
者
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

○
国
税
庁
長
官
賞

北
区
立
堀
船
中
学
校
　
　
　
青
山
は
る
花

○
東
京
国
税
局
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

桐
ヶ
丘
中
学
校
　
　
　
　
　
　
内
山
　
理
荊

○
東
京
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

桜
丘
中
学
校

女
子
聖
学
院
中
学
校

○
王
子
税
務
署
長
賞

稲
付
中
学
校

女
子
聖
学
院
中
学
校

○
北
都
税
事
務
所
長
賞

田
端
中
学
校

○
北
区
長
賞

滝
野
川
紅
葉
中
学
校

○
北
区
教
育
長
賞

女
子
聖
学
院
中
学
校

○
北
区
納
連
会
長
賞

王
子
桜
中
学
校

○
吉
車
∴
上
　
告

吉
野
　
　
力

大
山
は
な
り

大
原
　
結
香

根
岸
　
呂
花

清
水
　
あ
み

芦
田
　
千
夏

田
中
あ
か
り

竹
内
　
千
夏

2
2
名

3
0
名

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
感
謝
状
受
賞
校

北
区
立
滝
野
川
紅
中
学
校

共
済
会
の
会
費
は
連
合
会
の
運
営
を
支
え
る
大
事
な
資
金
日
日



『消費乳の淑限肉兎納を叔進する宮古』

北区納税貯蓄組合連合会は昭和27年7月創設以来、納
税貯蓄組合法に基づき、上部団体である東京納税貯蓄組
合連合会及び東京国税局管内納税貯蓄組合連合会、傘下
の84地区（署）連が緊密な連携の下、納税準備資金の貯

蓄を原点として、税知識の普及と納税思想の高揚を基本
理念に納期内納税の推進や租税教育の充実、中学生の税
の作文、一日税務署長などの事業を通して国及び地方の

税務行政の円滑な推進に貢献してきた。
とりわけ、消費税滞納の未然防止については、組織の

重点事業と位置づけ、これまでも「消費税完納推進の街宣言」
や「消費税期限内完納キャンペーン」など、幅広い普及・
啓発活動に取り組んできた。
本年10月、今後の人口減少と高齢社会の急速の進展を

前提に、社会保障に対する安定財源の確保と財政の健全
化を図るため「消費税法の一部を改正する等の法律」に
基づき消費税の税率が10％に引き上げられた。

もとより、税は、我が国の国土の発展と繁栄を根幹で
支える行政活動の源泉であり。その意味からも、消費税
滞納の未然防止は、現在及び将来の国及び地方の財政基
盤の安定を図る上で、極めて重要である。

今後、北区納税貯蓄組合連合会は、王子税務署（所管
税務署）と一丸となって、国及び地方自治体の税務当
局と緊密な連携を図りながら、消費税の期限内完納を
推進する様々な施策に積極的に取り組んでいくことをこ

こに宣言する。

令和元年12月16日

北区納税貯蓄組合連合会

密
賢
愚
＠
劫
拠
風
乗
組
奄

鶴
泊
哲
亀
畠
曹
慣
習
恥
習

合
長
　
若
　
宮
　
正
　
英

新
与
の
ご
あ
い
づ
つ

東
京
都
北
区
長
花
川
　
輿
惣
太

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
い
よ
い
よ
令
和
2
年
が
始
ま

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
す
。
北
区

納
連
の
組
合
員
の
皆
様
も
そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
を
心
に
秘
め
新
年
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
1
0
月
に
消
費
税
が
改
正

さ
れ
、
皆
様
も
軽
減
税
率
の
対
応
に
苦

慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

北
区
納
連
は
も
と
よ
り
期
限
内
完
納

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
が
1
0
％
に
改
正

さ
れ
た
事
に
よ
り
、
未
納
割
合
が
増
加

す
る
事
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
局

連
・
東
総
連
指
導
の
も
と
、
消
費
税
期

限
内
完
納
を
推
進
す
る
宣
言
を
す
る
事

と
し
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
王

子
税
務
署
に
お
い
て
宣
言
式
を
行
い
ま

し
た
の
で
、
そ
の
全
文
を
掲
載
し
新
年

の
挨
拶
と
致
す
し
ま
す
。

令
和
二
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

北
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
皆
様

に
は
、
日
頃
か
ら
納
税
意
識
の
高
揚
や

租
税
教
育
の
推
進
を
通
じ
、
区
政
に
ご

協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ます。昨
年
は
北
区
に
と
っ
て
嬉
し
い
ニ
ュ

ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
二
〇
二
四
年
度

か
ら
一
万
円
札
の
肖
像
が
、
生
涯
を

北
区
・
飛
鳥
山
で
過
ご
し
た
実
業
家
の

渋
沢
栄
一
翁
に
な
る
こ
と
が
決
定
し
、

再
来
年
一
月
か
ら
の
N
H
K
大
河
ド
ラ

マ
の
主
人
公
と
な
る
こ
と
も
決
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
北
区
を
全
国
に
発
信

で
き
る
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
も
印
象
に
残
る

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
九
月
に
私
の

故
郷
で
あ
る
岩
手
県
釜
石
市
を
は
じ
め
、

日
本
各
地
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
は
初
め

て
ベ
ス
ト
8
入
り
し
、
日
本
チ
ー
ム
の

活
躍
に
日
本
中
が
感
動
し
ま
し
た
。

今
年
は
い
よ
い
よ
東
京
二
〇
二
〇

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
年
で
す
。
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
感
動
を
大
会
に
向
け
た
機
運
醸

成
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
「
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
の
ま
ち
・
北
区
」
　
の
さ
ら
な

る
魅
力
発
信
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
昨
年
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
大

型
の
台
風
が
相
次
い
で
襲
来
し
ま
し
た
。

特
に
台
風
一
九
号
は
東
日
本
を
中
心
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
災
害
か
ら
区
民
を
守
り
、

安
心
安
全
を
図
る
た
め
に
は
、
安
定
し

た
財
源
に
よ
る
区
政
運
営
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
納
期
内
納
付
を
推
進

し
、
徴
収
率
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

北
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
皆
様

に
は
、
引
き
続
き
区
政
へ
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
北
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
組
合
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁
栄
を

祈
念
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



斬
皐
の
あ
い
づ
つ

王
子
税
務
署
長
有
　
賀
　
正
　
樹

新
年
の
ご
挨
拶

北
都
税
事
務
所
長
　
木
下
　
　
　
諷

令
和
2
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん

で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

若
宮
会
長
を
は
じ
め
貴
会
の
皆
様
に
は
、

区
民
ま
つ
り
や
次
代
を
担
う
子
供
達
へ

の
租
税
教
育
活
動
を
展
開
す
る
な
ど
、

税
知
識
の
普
及
と
納
税
道
義
の
高
揚
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
心
か

ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
1
0
月
か
ら
消
費
税
率
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
初
め
て
の

軽
減
税
率
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
確
定
申
告
で
は
混
乱

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

制
度
の
早
期
定
着
に
向
け
た
周
知
・

広
報
を
今
後
も
引
き
続
き
行
っ
て
い
き

ま
す
が
、
特
に
、
納
税
者
の
事
前
準
備

作
業
が
重
要
で
あ
る
点
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
制
度
の

普
及
の
た
め
の
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
過
去
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
際
し
ま
し
て
は
、
滞
納
税
額
が
大
幅

に
増
加
す
る
傾
向
が
あ
ト
リ
ま
す

貴
会
で
は
、
昨
年
1
2
戸
ヾ
1
6
ヨ
二
一
消

費
税
の
期
限
内
完
納
を
推
進
す
る
宣

言
」
　
を
さ
れ
ま
し
た
。
当
署
こ
お
き
ま

し
て
は
、
大
変
心
強
く
感
じ
る
と
と
も

に
、
感
謝
感
激
い
た
し
ま
し
た
▲

ま
も
な
く
確
定
申
告
の
時
期
を
迎
え

ま
す
が
、
北
区
納
税
貯
蓄
組
合
の
皆
様

に
は
、
例
年
振
替
コ
ー
ナ
ー
で
期
限
内

納
付
に
向
け
た
ご
支
援
を
頂
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
年
も
引
き
続

き
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
の
干
支
は
　
「
庚
子
」
　
の

年
で
す
。
「
庚
子
」
　
の
年
は
、
過
去
の

成
果
か
ら
引
き
継
ぐ
べ
き
も
の
を
維
持

し
な
が
ら
、
新
た
な
環
境
や
局
面
に
向

け
て
体
制
を
整
え
て
い
く
と
良
い
年
に

な
る
と
言
う
昔
心
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

新
し
い
年
が
良
い
一
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
、
ま
た
、
北
区
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
貝
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
と
事
業
の
ご
繁
栄
を
心

か
ら
祈
念
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ

ます。旧
年
中
は
、
若
宮
会
長
を
は
じ
め
、

北
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
東
京
都
の
税
務

行
政
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

王
子
駅
前
で
の
　
「
納
税
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
や
秋
の
区
民
祭
り
で
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
多
く
の
役
員
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
納
税
者
の
納
税
意
識
の
高

揚
に
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
中
学
生
の
　
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
　
に
つ
い
て
は
、
昨
年
も
多
数
の

応
募
を
頂
き
ま
し
た
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
作
文
に
目
を
通
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
ど
れ
も
税
に
つ
い
て
真
筆
に

学
び
、
税
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
、
ご
自
身
の
思
い
が
溢
れ
て
お
り
、

行
政
と
し
て
も
大
変
喜
ば
し
い
限
り
で

す
。
と
り
わ
け
、
税
の
使
い
道
に
つ
い
て
、

自
身
や
家
族
、
友
人
た
ち
の
実
体
験
に

基
づ
い
て
、
よ
く
ま
と
め
ら
れ
た
作
品

が
多
く
、
賞
の
選
定
に
大
変
苦
労
い
た

し
ま
し
た
。
若
宮
会
長
を
筆
頭
に
会
員

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
学
校

へ
の
働
き
か
け
な
ど
に
多
大
な
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
、
深
く
敬
意
を
表
す
次
第

で
す
。
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
　
は
、
中

学
生
か
ら
税
を
通
じ
て
社
会
に
つ
い
て

学
び
、
考
え
る
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、

将
来
の
人
づ
く
り
に
も
繋
が
る
貴
重
な

経
験
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
、
い
よ
い
よ
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会

の
成
功
に
向
け
て
万
全
を
期
し
て
い
く

と
と
も
に
、
財
政
面
を
支
え
る
礎
と
な

る
税
に
つ
い
て
、
納
税
者
の
皆
様
に
納

得
し
て
納
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ます。こ
れ
ま
で
の
お
力
添
え
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
都
税
に
つ

き
ま
し
て
も
引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

納
税
は
便
利
な
振
替
で
日
日
　
還
付
金
の
受
領
は
銀
行
振
込
み
で
＝
‖



3月2日は固定資産掛都市計画税

第4期分の納期です

お手元の納イ寸書により、3月2日（月） 

までにお納めください。 

北都税事務所　電話（3908）1171 

6

∴
の
お
知
を
せ
W

北
区
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

＿
〓
－
〓
■
H
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－
〓
－
H
＿
H
l
H
l
H
－
〓
一

昨
年
は
、
五
月
十
四
日
　
（
火
）
　
に
王

子
駅
前
に
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
　
「
納
期

内
納
税
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
　
に
、
北
区
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
の
多
く
の
役
員
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
日
は
残
念
な

が
ら
雨
天
と
な
り
、
赤
羽
駅
前
で
の
配

布
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
雨
天
で

人
通
り
が
少
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

積
極
的
に
都
税
P
R
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
、

口
座
振
替
と
納
期
内
納
税
を
呼
び
か
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

若
宮
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
の
皆
様

方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
効
果
的
に
都

税
を
P
R
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改

め
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
引
き
続
き
、
都
税
に
つ
き

ま
し
て
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

●
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
方

①
令
和
2
年
1
月
1
日
現
在
、
区
内
に

住
所
が
あ
り
、
平
成
3
1
年
1
月
か
ら
令

和
元
年
1
2
月
ま
で
の
間
に
所
得
の
あ
っ

た
方

②
区
内
に
住
所
が
な
く
て
も
、
事
務
所
、

事
業
所
、
家
屋
敷
を
区
内
に
お
持
ち
の

方※
①
で
所
得
が
な
か
っ
た
方
に
申
告
書

が
送
付
さ
れ
た
場
合
に
は
、
生
活
費
の

入
手
先
な
ど
を
申
告
書
裏
面
の
　
「
前
年

中
の
所
得
が
な
か
っ
た
方
」
　
の
記
入
欄

に
記
載
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方

①
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
方

②
勤
務
先
で
年
末
調
整
を
行
っ
て
い
て
、

特
別
区
民
税
・
都
民
税
を
給
与
か
ら
差

し
引
か
れ
る
方
で
、
給
与
以
外
に
所
得

が
な
い
方

※
申
告
書
の
発
送
は
2
月
3
日
　
（
月
）

頃
を
予
定
し
て
い
ま
す

●
申
告
書
受
付
場
所
及
び
受
付
時
間

①
区
役
所
で
の
受
付

北
区
役
所
税
務
課
課
税
第
一
～
四
係

（
区
役
所
第
一
庁
舎
2
階
8
～
1
1
番
）

午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

②
区
役
所
以
外
で
の
受
付

［
赤
羽
地
区
］

赤
羽
会
館
4
階
第
7
集
会
室

（
赤
羽
南
1
・
1
3
・
1
）

3
月
1
2
日
　
（
木
）
・
1
3
日
　
（
金
）

・
1
6
日
　
（
月
）

午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分

［
滝
野
川
地
区
］

滝
野
川
会
館
4
階
4
0
3
集
会
室

（
西
ヶ
原
1
・
2
3
・
3
）

3
月
1
6
日
　
（
月
）

午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分

●
申
告
書
郵
送
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
㍗
警
住
所
不
要
）

北
区
役
所
税
務
課
　
（
課
税
担
当
）

電
話
　
（
3
9
0
8
）
　
1
1
1
3



霜
毎
度
納
税
表
彰
受
彰
著

王
子
税
務
署
長
納
税
表
彰
式
が
北
と

ぴ
あ
十
三
階
飛
鳥
ホ
ー
ル
に
於
て
、
関

係
官
庁
及
び
各
税
務
関
係
団
体
の
代
表

者
並
び
に
幹
部
の
方
々
多
数
出
席
の
も

と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
北
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
受

彰
さ
れ
た
皆
様
は
次
の
方
々
で
す
。

令
和
1
年
1
1
月
7
日
　
（
木
）

十
条
台
区
民
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
館

北
都
税
事
務
所
長

表
彰
状
　
中
　
里

令
和
2
年
1
月
1
8
日
　
（
金
）

東
総
連
納
貯
功
労
表
彰

（敬称略）
茂

（敬称略）

令
和
1
年
日
月
6
日
　
（
金
）

国
税
庁
長
官
表
彰
受
賞
　
（
敬
称
略
）

若
　
宮
　
正
　
英

令
和
1
年
日
月
1
3
日
　
（
水
）

王
子
税
務
署
長
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

表
彰
状
　
寺
　
田
　
元
　
子

感
謝
状
　
石

東
総
連
納
貯
功
労
表
彰

感
謝
状
　
遠

井
　
達
　
也

（敬称略）

藤
　
　
　
潔

感
謝
状
　
坂
　
本

張
　
原

菊
　
地

北
区
税
務
団
体
協
議
会
長

表
彰
状
　
田
多
井

浩

明
　
義

昭
　
子

（敬称略）

正
　
士

都
税
税
琵
労
薫
等
貰

令
和
1
年
1
0
月
1
日
　
（
水
）

都
知
事
表
彰表

彰
状
　
飯
　
岡

（敬称略）
燦

受
賞
さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

⑳

税
を
考
え
る
週
間
の
行
事
で
あ
る
署

長
講
演
会
を
令
和
元
年
十
一
月
二
十
八

日
十
五
時
よ
り
王
子
税
務
署
三
階
会
議

室
に
お
い
て
　
「
お
金
の
話
」
　
と
い
う
演

題
で
王
子
税
務
署
の
有
賀
正
樹
署
長
よ

り
ご
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。

演
題
の
通
り
、
お
金
と
い
う
通
貨
に

つ
い
て
関
連
法
令
か
ら
成
り
立
ち
に
関

す
る
こ
と
、
貨
幣
と
銀
行
券
　
（
紙
幣
）

に
ま
つ
わ
る
話
、
銀
行
券
に
採
用
さ
れ

た
人
物
に
つ
い
て
の
話
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
内
容
で
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
北
区
に
縁
の
あ
る
渋
沢
栄
一
翁
が

二
〇
二
四
年
に
一
万
円
札
の
顔
に
な
る

こ
と
も
あ
り
、
改
め
て
今
回
の
講
演
で

紙
幣
に
つ
い
て
見
直
し
、
考
え
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
話
は
、
紙
幣
は

額
面
は
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
横
幅
が

数
ミ
リ
長
く
な
っ
て
お
り
、
視
覚
障
が

い
者
の
方
で
も
判
別
出
来
る
よ
う
に
表

面
右
下
に
型
の
異
な
る
立
体
的
な
印
刷

が
施
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
時
流
で
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
に
障
が
い
者
で
も
使

い
や
す
い
通
貨
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
し
た
。

一
方
、
今
回
の
講
演
で
有
賀
署
長
も

言
及
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
納
税
に

は
書
類
の
記
入
や
税
務
署
に
赴
く
必
要

が
な
い
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
e
・
T
a
舛
が
便
利
で
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
が
毎
日
使
用
し
て
い
る
お
金
も
納

め
る
お
金
も
私
た
ち
と
っ
て
利
便
性
が

高
い
方
が
良
い
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
回
の
講
演
を
通
じ
て
お
金

に
つ
い
て
学
び
、
改
め
て
私
た
ち
が
担

う
納
税
手
段
等
の
周
知
・
広
報
に
尽
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

青
年
部
　
張
原
　
正
義

親
睦
舗
岬
・
汐
甜
J
y
汐

・
大
血
苓
A
即
報
血
昏

常
任
理
事
　
長
岡
　
篤
司

9
月
2
7
日
に
第
1
2
回
4
部
対
抗
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
開
催
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
北
区
役
所
・
王
子
法
人
会
・
青

色
申
告
会
青
年
部
・
納
連
青
年
部
と
王

子
税
務
署
か
ら
有
賀
署
長
・
前
之
園
・

雨
宮
両
副
署
長
を
は
じ
め
税
務
署
か
ら

も
多
数
の
参
加
者
が
参
加
し
和
や
か
な

交
流
が
出
来
ま
し
た
。
結
果
は
納
連
青

年
部
が
優
勝
を
奪
還
し
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
を

若
宮
納
税
貯
蓄
組
合
会
長
よ
り
納
連
の

青
年
部
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

終
了
後
、
会
場
を
移
動
し
懇
親
会
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
青
年
部
に
よ
る
研
修
等

を
開
催
し
て
い
く
予
定
だ
す
。
ご
支
援

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

お
近
く
の
無
料
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い


